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(57)【要約】
　Ａｂｒｅｕ脳熱トンネル（ＡＢＴＴ）の一端での物理
的及び生理学的事象は、反対端で再現される。すなわち
、ＡＢＴＴは、脳コアからＡＢＴＴ終端への有意な障壁
のない出力の直接伝達を可能にする。従って、装置、シ
ステム、デバイス、機構、及び方法は、ＡＢＴＴ終端及
びＡＢＴＴを用いて脳コアの温度を測定する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイを含む携帯電話と、
　前記携帯電話上に位置決めされ、人体からのエミッションを感受して該エミッションを
表す信号を該携帯電話に送信するように構成された少なくとも１つのセンサであって、該
携帯電話は、該信号を受信し、かつ該感受したエミッションの画像を表示するように構成
される、少なくとも１つのセンサと、
　を含むセンサデバイス。
【請求項２】
　カメラを含み、該カメラは起動され、前記ディスプレイは該起動されたカメラから顔面
を表示する、請求項１に記載のセンサデバイス。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのセンサは、電気コネクタによって前記携帯電話と通信する、請求
項１に記載のセンサデバイス。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのセンサは、前記携帯電話上で離間距離だけ離して位置決めされた
１対のセンサである、請求項１に記載のセンサデバイス。
【請求項５】
　前記携帯電話は、前面、背面、及び複数の側部を含み、
　前記対のセンサは、前記複数の側部のうちの１つの側部上に位置決めされる、請求項４
に記載のセンサデバイス。
【請求項６】
　前記対のセンサの各１つが、該対のセンサの間の離間距離を変更するように移動可能で
ある、請求項４に記載のセンサデバイス。
【請求項７】
　前記対のセンサのうちの一方が、前記携帯電話の第１のコーナに回転可能に位置決めさ
れ、該対のセンサのうちの他方が、該携帯電話の第２のコーナに回転可能に位置決めされ
る、請求項４に記載のセンサデバイス。
【請求項８】
　前記携帯電話は、前記少なくとも１つのセンサの周りに位置決めされた鼻あてを含む、
請求項１に記載のセンサデバイス。
【請求項９】
　前記センサは、該センサが前記携帯電話に隣接して位置決めされる第１の位置と該セン
サが該携帯電話からの離間距離に位置決めされる第２の位置とを含む移動可能アーム上に
位置決めされる、請求項１に記載のセンサデバイス。
【請求項１０】
　前面と、離間距離だけ離して位置決めされた背面と、ディスプレイとを含む携帯電話と
、
　デバイス本体と、該デバイス本体の第１の端部上に位置決めされたセンサと、該デバイ
ス本体の第２の端部に位置決めされた１対の把持アームとを含む分離可能センサデバイス
であって、該把持アームは、該分離可能センサデバイスを前記携帯電話上に支持するため
に前記前面及び前記背面を把持するように移動可能である、分離可能センサデバイスと、
　を含むセンサデバイス。
【請求項１１】
　前記分離可能センサデバイスは、該分離可能センサデバイスを少なくとも前記携帯電話
と並ぶ第１の位置に及び該携帯電話に対してほぼ垂直である第２の位置に位置決めするよ
うに構成された回転機構を更に含むことを特徴とする請求項１０に記載のセンサデバイス
。
【請求項１２】
　電子装置のための分離可能センサケースであって、
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　前記電子装置を受け入れるように構成されたケース本体と、
　前記ケース本体上に位置決めされ、前記電子装置のコネクタに接続するように構成され
た電気コネクタと、
　前記ケース本体上に回転可能に位置決めされたセンサアームと、
　前記センサアームの遠位端上に位置決めされ、放出された信号を受信して該放出された
信号を表す電気信号を前記電気コネクタに送信するように構成されたセンサと、
　を含む、分離可能センサケース。
【請求項１３】
　前面と、
　前記前面上に位置決めされたディスプレイと、
　前記前面上に位置決めされ、かつエミッションを感受して該エミッションを表す信号を
前記ディスプレイに送信するように構成された少なくとも１つのセンサであって、該ディ
スプレイは、該信号を受信し、かつ該感受したエミッションに基づく情報を表示するよう
に構成される、少なくとも１つのセンサと、
　を含む感覚腕時計。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのセンサは、温度センサである、請求項１３に記載の感覚腕時計。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのセンサは、離間距離だけ離して位置決めされた１対のセンサであ
る、請求項１３に記載の感覚腕時計。
【請求項１６】
　前記対のセンサのうちの少なくとも一方が、前記離間距離を変更するように調節可能で
ある、請求項１５に記載の感覚腕時計。
【請求項１７】
　前面と、
　前記前面上に位置決めされたディスプレイと、
　少なくとも１つのセンサを含み、該少なくとも１つのセンサがそこに位置決めされたリ
ストバンドであって、該少なくとも１つのセンサは、エミッションを感受し、かつ該エミ
ッションを表す信号を前記ディスプレイに送信するように構成され、該ディスプレイは、
該信号を受信し、かつ該感受したエミッションに基づく情報を表示するように構成される
、リストバンドと、
　を含む感覚腕時計。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのセンサは、１対の調節可能センサである、請求項１７に記載の感
覚腕時計。
【請求項１９】
　センサ本体と、
　前記センサ本体上に位置決めされたセンサコネクタと、
　前記センサ本体上に位置決めされ、人体からのエミッションを感受して該エミッション
を表す信号を前記センサコネクタに送信するように構成されたセンサと、
　温度センサと、ディスプレイと、前記センサコネクタに嵌合し、かつ前記信号を受信し
て該信号を値として該ディスプレイ上に提示するように構成された温度計コネクタとを含
む温度計と、
　を含む、センサデバイス。
【請求項２０】
　コネクタを含む非温度測定電子装置を更に含み、該コネクタは、前記センサコネクタに
嵌合し、かつ前記信号を受信して該信号を値として前記非温度測定電子装置のディスプレ
イ上に提示するように構成される、請求項１９に記載のセンサデバイス。
【請求項２１】
　センサ本体と、
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　前記センサ本体上に位置決めされたセンサコネクタと、
　前記センサ本体上に位置決めされ、かつ人体からのエミッションを感受して該エミッシ
ョンを表す信号を前記センサコネクタに送信するように構成されたセンサと、
　複数のデバイスであって、該複数のデバイスの各々が、ディスプレイと、前記センサコ
ネクタに嵌合するように構成されたデバイスコネクタとを含み、該複数のデバイスの各々
は、前記信号を受信し、かつ該信号を値として該ディスプレイ上に提示するように構成さ
れ、該複数のデバイスのうちの少なくとも１つは、一体型温度センサを含む専用温度計で
ある、複数のデバイスと、
　を含むセンサデバイス。
【請求項２２】
　前記対のセンサのうちの少なくとも一方が、該対のセンサの間の前記離間距離を変更す
るためにスロット又は溝内で摺動可能に移動可能である、請求項４に記載のセンサデバイ
ス。
【請求項２３】
　前記対のセンサの各１つが、前記センサデバイスの最長長さに沿って延びる前記センサ
デバイスの長手軸の周りに回転可能である、請求項７に記載のセンサデバイス。
【請求項２４】
　前記移動可能アームは、ピボットを含み、前記センサは、該ピボットからの該移動可能
アームの遠端に位置決めされ、該移動可能アームは、該ピボットの周りに回転可能である
、請求項９に記載のセンサデバイス。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つのセンサは、熱センサアレイである、請求項１に記載のセンサデバ
イス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
〔関連出願への相互参照〕
　本発明の開示は、Ａｂｒｅｕ脳熱トンネル(Abreu brain thermal tunnel)（ＡＢＴＴ）
の終端で利用可能なパラメータを測定するように構成されたデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　生物の様々なパラメータを測定するデバイスが利用可能である。そのようなデバイスは
、温度計、グルコースセンサ、化学センサ、酸素センサ、脈拍センサ、酸素測定センサ、
血圧センサ、光センサ、及び蛍光センサを含む。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許出願第１４／５１２，４２１号明細書
【特許文献２】米国特許出願第１４／５９３，８４８号明細書
【特許文献３】米国特許第７，１８７，９６０号明細書
【特許文献４】米国特許第８，１７２，４５９号明細書
【特許文献５】米国特許第８，３２８，４２０号明細書
【特許文献６】米国特許第８，７２１，５６２号明細書
【特許文献７】米国特許第８，８４９，３７９号明細書
【特許文献８】米国特許第９，０１１，３４９号明細書
【特許文献９】米国特許第９，１１９，５３０号明細書
【特許文献１０】米国特許出願第１４／５００，３６２号明細書
【特許文献１１】米国特許出願第１４／５００，５５０号明細書
【特許文献１２】米国特許出願第１４／６２２，２８４号明細書
【特許文献１３】米国特許出願第１４／６８７，１０６号明細書
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【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の開示は、携帯電話(cell phone)と少なくとも１つのセンサとを含むセンサデバ
イスを提供する。携帯電話はディスプレイを含む。少なくとも１つのセンサは、携帯電話
上に位置決めされ、かつ人体からのエミッションを感受するように構成される。少なくと
も１つのセンサはまた、エミッションを表す信号を携帯電話に送信するように構成される
。携帯電話は、信号を受信して信号を表す情報を表示するように構成される。
【０００５】
　本発明の開示はまた、携帯電話と分離可能センサデバイスとを含むセンサデバイスを提
供する。携帯電話は、前面と、離間距離だけ離して位置決めされた背面と、ディスプレイ
とを含む。分離可能センサデバイスは、デバイス本体と、デバイス本体の第１の端部上に
位置決めされたセンサと、デバイス本体の第２の端部に位置決めされた１対の把持アーム
(grasping arms)とを含む。把持アームは、分離可能センサデバイスを携帯電話上に支持
するために前面と背面を把持するように移動可能である。
【０００６】
　本発明の開示はまた、電子装置のためのものであってケース本体と、電気コネクタと、
センサアームと、センサとを含む分離可能センサケースを提供する。ケース本体は、電子
装置を受け入れるように構成される。電気コネクタは、ケース本体上に位置決めされ、か
つ電子装置のコネクタに接続するように構成される。センサアームは、ケース本体上に回
転可能に位置決めされる。センサは、センサアームの遠位端上に位置決めされ、かつ放出
された信号を受信して放出された信号を表す電気信号を電気コネクタに送信するように構
成される。
【０００７】
　本発明はまた、前面と、ディスプレイと、少なくとも１つのセンサとを含む感覚腕時計
(sensorial watch)を提供する。ディスプレイは、前面上に位置決めされる。少なくとも
１つのセンサは、前面上に位置決めされ、かつエミッションを感受してエミッションを表
す信号をディスプレイに送信するように構成される。ディスプレイは、信号を受信し、か
つ受信エミッションに基づく情報を表示するように構成される。
【０００８】
　本発明の開示はまた、前面と、ディスプレイと、リストバンドとを含む感覚腕時計を提
供する。ディスプレイは、前面上に位置決めされる。リストバンドは、そこに位置決めさ
れた少なくとも１つのセンサを含む。少なくとも１つのセンサは、エミッションを感受し
、かつエミッションを表す信号をディスプレイに送信するように構成される。ディスプレ
イは、信号を受信し、受信エミッションに基づく情報を表示するように構成される。
【０００９】
　本発明の開示はまた、センサ本体と、センサコネクタと、センサと、温度計とを含むセ
ンサを提供する。センサコネクタは、センサ本体上に位置決めされる。センサは、センサ
本体上に位置決めされ、センサは、人体からのエミッションを感受し、かつエミッション
を表す信号をセンサコネクタに送信するように構成される。温度計は、温度センサと、デ
ィスプレイと、温度計コネクタとを含む。温度計コネクタは、センサコネクタと嵌合し、
かつ信号を受信して信号を値としてディスプレイ上に提示するように構成される。
【００１０】
　本発明の開示はまた、センサ本体と、センサコネクタと、センサと、複数のデバイスと
を含むセンサデバイスを提供する。センサコネクタは、センサ本体上に位置決めされる。
センサは、センサ本体上に位置決めされ、センサは、人体からのエミッションを感受し、
かつエミッションを表す信号をセンサコネクタに送信するように構成される。複数のデバ
イスの各々は、ディスプレイと、センサコネクタと嵌合するように構成されたデバイスコ
ネクタとを含む。複数のデバイスの各々は、信号を受信し、かつ信号を値としてディスプ
レイ上に提示するように構成される。複数のデバイスのうちの少なくとも１つは、一体型
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温度センサを含む専用温度計である。
【００１１】
　本発明の開示の実施形態の利点及び特徴は、添付図面に関連付けて考察する時に例示的
実施形態の以下の詳細説明からより明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】ＡＢＴＴ及びＡＢＴＴに関連付けられた顔面静脈の概略図である。
【図２】Ａｂｒｅｕ脳熱トンネルとある一定の他の顔面特徴部とを示す人の頭蓋骨を垂直
方向に通る簡略部分断面図である。
【図３】脳コア内への血流の様式的表現の図である。
【図４】本発明の開示の例示的実施形態により測定デバイスを用いて構成された電子装置
の図である。
【図５】図４の電子装置の側面図である。
【図６】図４の電子装置の端面図である。
【図７】図４の電子装置の斜視図である。
【図８】本発明の開示の例示的実施形態により測定デバイスを用いて構成された別の電子
装置の平面図である。
【図９】図８のデバイスの斜視図である。
【図１０】本発明の開示の例示的実施形態により測定デバイスを用いて構成された更に別
の電子装置の図である。
【図１１】本発明の開示の例示的実施形態により測定デバイスを用いて構成された更に別
の電子装置の斜視図である。
【図１２】本発明の開示の例示的実施形態により測定デバイスを用いて構成された更に別
の電子装置の斜視図である。
【図１３】本発明の開示の例示的実施形態により鼻あてがセンサの周りに位置決めされた
図１１の電子装置の斜視図である。
【図１４】本発明の開示の例示的実施形態により鼻あてがセンサの周りに位置決めされた
図１２の電子装置の斜視図である。
【図１５】図１１のデバイスの使用時の図である。
【図１６】図１１のデバイスの鼻あてを用いた使用時の図である。
【図１７】本発明の開示の例示的実施形態により測定デバイスを用いて構成された電子装
置の図である。
【図１８】本発明の開示の別の例示的実施形態により測定デバイスを用いて構成された電
子装置の図である。
【図１９】本発明の開示の更に別の例示的実施形態により測定デバイスを用いて構成され
た電子装置の図である。
【図２０】本発明の開示の更に別の例示的実施形態により測定デバイスを用いて構成され
た電子装置の斜視図である。
【図２１】図２０の電子装置の端部の図である。
【図２２】図２０の電子装置の側面の図である。
【図２３】電子装置の測定デバイスのための利用可能位置を示す図２０の電子装置の別の
図である。
【図２４】本発明の開示の例示的実施形態による分離可能センサデバイスの斜視図である
。
【図２５】本発明の開示の別の例示的実施形態により図２４の分離可能センサデバイスを
組み込んだ電子装置の斜視図である。
【図２６】本発明の開示の更に別の例示的実施形態による分離可能センサデバイス及び電
子装置の斜視図である。
【図２７】本発明の開示の更に別の例示的実施形態によるセンサシステムの斜視図である
。
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【図２８】図２４の分離可能センサデバイスの図である。
【図２９】本発明の開示の例示的実施形態による温度変更デバイス及び電子装置の図であ
る。
【図３０】本発明の開示の別の例示的実施形態による温度変更デバイスの図である。
【図３１】本発明の開示の更に別の例示的実施形態による温度変更デバイスの図である。
【図３２】本発明の開示の更に別の例示的実施形態による温度変更デバイスの図である。
【図３３】本発明の開示の例示的実施形態による分離可能センサデバイスの図である。
【図３４】本発明の開示の別の例示的実施形態による分離可能センサデバイスの図である
。
【図３５】本発明の開示の例示的実施形態による別の分離可能センサデバイスの斜視図で
ある。
【図３６】本発明の開示の例示的実施形態により電子装置内に挿入された図３４の分離可
能センサデバイスの図である。
【図３７】本発明の開示の例示的実施形態により測定デバイスを用いて構成された電子装
置の図である。
【図３８】図３７の電子装置の別の図である。
【図３９】図３７の電子装置の更に別の図である。
【図４０】本発明の開示の例示的実施形態による分離可能センサデバイスの図である。
【図４１】本発明の開示の例示的実施形態による別の分離可能センサデバイスの図である
。
【図４２】本発明の開示の例示的実施形態により図４１の分離可能センサデバイスがそこ
に位置決めされた電子装置の斜視図である。
【図４３】図４１及び図４２の分離可能センサデバイス及び電子装置の更に別の図である
。
【図４４】本発明の開示の例示的実施形態による更に別の分離可能センサデバイスの図で
ある。
【図４５】本発明の開示の例示的実施形態による更に別の分離可能センサデバイスの図で
ある。
【図４６】本発明の開示の例示的実施形態により電子装置に取り付けられて分離可能セン
サデバイスがユーザの鼻上に位置決めされた図４５の離可能センサデバイス斜視図である
。
【図４７】ユーザの鼻上に位置決めされた図４５の分離可能センサデバイスの更に別の図
である。
【図４８】本発明の開示の例示的実施形態による別の分離可能センサデバイスの斜視図で
ある。
【図４９】本発明の開示の例示的実施形態による更に別の分離可能センサデバイスの図で
ある。
【図５０】本発明の開示の例示的実施形態による更に別の分離可能センサデバイス及び電
子装置の斜視図である。
【図５１】本発明の開示の例示的実施形態による更に別の分離可能センサデバイスの斜視
図である。
【図５２】本発明の開示の例示的実施形態による分離可能温度変更デバイス及び電子装置
の斜視図である。
【図５３】ユーザの鼻上に位置決めされた図４８の分離可能センサデバイスの図である。
【図５４】本発明の開示の例示的実施形態によりユーザの鼻上に位置決めされてスポーツ
ヘルメットによって支持された図５０の分離可能センサデバイスの図である。
【図５５】本発明の開示の例示的実施形態によりユーザの鼻上に位置決めされた図５２の
分離可能センサデバイスとスポーツヘルメットによって支持された図５２の電子装置との
図である。
【図５６】本発明の開示の例示的実施形態による分離可能センサデバイスの斜視図である
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。
【図５７】本発明の開示の例示的実施形態による別の分離可能センサデバイスの斜視図で
ある。
【図５８】本発明の開示の例示的実施形態により電子装置に取り付けられた分離可能セン
サデバイスの斜視図である。
【図５９】本発明の開示の例示的実施形態による更に別の分離可能センサデバイスの斜視
図である。
【図６０】電子装置に取り付けられてＡＢＴＴからのエミッションの測定を行うためにユ
ーザによって使用されている図５７の分離可能センサデバイスの斜視図である。
【図６１】本発明の開示の例示的実施形態により電子装置上に位置決めされた更に別の分
離可能センサデバイスの図である。
【図６２】本発明の開示の例示的実施形態により電子装置上に位置決めされた更に別の分
離可能センサデバイスの図である。
【図６３】分離可能センサデバイスの一部分がＡＢＴＴからのエミッションを測定する位
置までピボット回転された図６１の分離可能センサデバイス及び電子装置の図である。
【図６４】図６１及び図６３の分離可能センサデバイス及び電子装置の別の図である。
【図６５】ＡＢＴＴからのエミッションを読み取るためにユーザによって作動されている
図６２の分離可能センサデバイス及び電子装置の斜視図である。
【図６６】本発明の開示の例示的実施形態により測定デバイスを含む腕時計の図である。
【図６７】本発明の開示の別の例示的実施形態により測定デバイスを含む腕時計の図であ
る。
【図６８】ＡＢＴＴからのエミッションを読み取るために図６６の腕時計を作動させてい
るユーザの図である。
【図６９】本発明の開示の更に別の例示的実施形態により測定デバイスを含む腕時計の図
である。
【図７０】本発明の開示の更に別の例示的実施形態により測定デバイスを含む腕時計の図
である。
【図７１】ＡＢＴＴからのエミッションを読み取るために図７１の腕時計を作動させてい
るユーザの図である。
【図７２】本発明の開示の更に別の例示的実施形態により測定デバイスを含む腕時計の図
である。
【図７３】本発明の開示の更に別の例示的実施形態により測定デバイスを含む腕時計の図
である。
【図７４】ＡＢＴＴからのエミッションを読み取るために図７２の腕時計を作動させてい
るユーザの図である
【図７５】本発明の開示の例示的実施形態によるセンサデバイスの図である。
【図７６】本発明の開示の例示的実施形態による別のセンサデバイスの図である。
【図７７】本発明の開示の例示的実施形態による更に別のセンサデバイスの図である。
【図７８】本発明の開示の例示的実施形態による更に別のセンサデバイスの図である。
【図７９】本発明の開示の例示的実施形態により電子装置に接続された図７７のセンサデ
バイスを示す図である。
【図８０】本発明の開示の例示的実施形態により図７６～図７９のセンサデバイスに適合
可能なディスプレイの回転機構の図である。
【図８１】図７９のデバイスの回転機構の第１の図である。
【図８２】図７９のデバイスの回転機構の第２の図である。
【図８３】図７９のデバイスの回転機構の第３の図である。
【図８４】図７９のデバイスの回転機構の第４の図である。
【図８５】本発明の開示の例示的実施形態によるセンサデバイスの回転機構の図である。
【図８６】本発明の開示の例示的実施形態による支持構造の図である。
【図８７】図８６の支持構造の別の図である。
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【図８８】本発明の開示の例示的実施形態による別の支持構造の図である。
【図８９】図８６及び図８７の支持構造の別の図である。
【図９０】本発明の開示の例示的実施形態によりセンサクリップアセンブリの図である。
【図９１】本発明の開示の例示的実施形態によるセンサヘッドの図である。
【図９２】本発明の開示の別の例示的実施形態によるセンサヘッドの図である。
【図９３】本発明の開示の例示的実施形態による温度計の図である。
【図９４】図９３の温度計の別の図である。
【図９５】本発明の開示の例示的実施形態によるセンサヘッドの図である。
【図９６】図９５のセンサヘッドの別の図である。
【図９７】図９５のセンサヘッドの更に別の図である。
【図９８】図９５のセンサヘッドの更に別の図である。
【図９９】本発明の開示の例示的実施形態によるセンサデバイスを示す図である。
【図１００】本発明の開示の例示的実施形態による別のセンサデバイスを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の開示は、Ａｂｒｅｕ脳熱トンネル又はＡＢＴＴが脳中枢との直接の脳面熱力学
連通及び熱接続に関する最初の公知の構造を与えるという発見から生じたものである。解
剖学的かつ生理学的に、図１～図４に示すように、ＡＢＴＴ１２は、脳の制御中枢にある
脳コア２４とＡＢＴＴ終端１０の皮膚の間に連続的かつ直接的な不撹乱接続部を含む。Ａ
ＢＴＴ終端１０の皮膚は、それが、最少数の層を有する人体上で最も薄い皮膚であり、脂
肪層が不在であり、人体上のあらゆる皮膚のうちで最高の熱伝導率を有するという点で独
特である。
【００１４】
　トンネルの一端での物理的かつ生理学的事象は、反対端で再現される。ＡＢＴＴ１２は
、全体が引用によって本明細書に組み込まれている２０１４年１０月１１日出願で現在特
許出願中の米国特許出願第１４／５１２，４２１号明細書に記載されているように、脳コ
ア２４からの出力のＡＢＴＴ終端１０への有意な障壁のない直接伝達を可能にする。従っ
て、本発明の開示は、ＡＢＴＴ終端１０及びＡＢＴＴ１２を用いて脳コア２４及び人体の
パラメータを測定する装置、システム、デバイス、機構、及び方法を説明する。
【００１５】
　解剖学的構造は、ＡＢＴＴターゲット区域１０における、前頭静脈１４、上眼瞼静脈１
６、眼窩上静脈１８、及び眼角静脈２０という４つの静脈のＡＢＴＴ終端１０での合流を
示している。眼角静脈(angular vein)２０は、ＡＢＴＴ１２から遠くに延び、それは、顔
面静脈(facial vein)２２に移行する。合流すると、これらの静脈からの血液は、眼３１
と眉の間にあるＡＢＴＴ終端１０から脳コア２４に向けて流れ、海綿静脈洞に位置決めさ
れた視床下部又は身体の熱貯蔵区域に存在する温度中枢である脳の中枢の中に流れ込む。
この熱貯蔵区域から血液は脳組織及び身体を通して分散され、薬剤、化学物質、及び化合
物の脳への伝達によって病態を有効かつ効率的に治療及び／又は予防するためにこの血液
を使用することができる。
【００１６】
　図１～図３は、これらの静脈の他の顔面特徴部に対する大体の場所を示している。眼角
静脈／顔面静脈２０／２２は、鼻２６のわきを上に走り、上眼瞼静脈(superior palpebra
l vein)１６は眉２８に沿って走り、前頭静脈(frontal vein)１４及び眼窩上静脈(suprao
rbital vein)１８は額３０を通って延びる。本発明の開示の目的に対して、本明細書にお
いて関連の顔面区域又は静脈を参照する術語は、上記に言及した静脈及びＡＢＴＴ終端１
０のうちの１又は２以上として説明されることになる。
【００１７】
　本明細書で説明するように、静脈１４、１６、１８、２０、及び２２は、上瞼の領域内
で鼻梁に隣接する上内側眼窩内で合流し、阻害されることなく脳の中枢に直接流れる。こ
の区域内の皮膚は、本出願人による係属中の出願に示すように、体内で最も薄い皮膚であ
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り、脂肪がなく、脳と直接連通していることにより、脳のパラメータの測定に対して最も
直接的な経路である。これらの血管は、一般的に流れに対する重大な障壁であり、温度測
定等のパラメータ測定の精度に影響を及ぼす弁を欠く。弁を持たないことで、これらの血
管は、脳の視床下部領域からの熱メッセージに対する直接的で阻害のない通路を確実に与
える。脳の視床下部領域は、中枢神経系と内分泌系の間の結合部であり、従って、例えば
、空腹、喉の乾き、体温、疲労、血圧、免疫反応、概日周期、ホルモンの生成及び分泌、
並びに多くの他のもの等の基本身体機能に対する制御中枢として作用する。
【００１８】
　図４～図７を参照すると、本発明の開示の例示的実施形態により測定デバイスを用いて
構成された電子装置が示されており、全体的に４０で示されている。電子装置４０は、携
帯電話、タブレット、又は他の類似のサイズの電子デバイスとして構成することができる
。電子装置４０は、カメラ４２と、ディスプレイ４４と、第１のセンサ４６と、左ＡＢＴ
Ｔ終端１０及び右ＡＢＴＴ終端１０の同時取得を可能にするために第１のセンサ４６から
離間距離に位置決めされた第２のセンサ４８とを含むように構成される。
【００１９】
　電子装置４０は、最初にカメラ４２を起動し、図２及び図３に示すもの等の顔面をディ
スプレイ４４上に表示することによって一方又は両方のＡＢＴＴ終端１０の温度を取得す
るように構成することができる。例示的実施形態では、ユーザが電子装置を左ＡＢＴＴ終
端１０及び右ＡＢＴＴ終端１０の場所に案内することを可能にするために、顔面を表示す
ることに加えて追加の温度表示を示すことができる。数秒を要する左ＡＢＴＴ終端１０及
び右ＡＢＴＴ終端１０の温度を測定するために第１のセンサ４６及び第２のセンサ４８が
位置決めされた状態で、電子装置４０は、各ＡＢＴＴ終端１０の温度を迅速、正確、かつ
高精度で取得してディスプレイ４４上に提示し、脳コア２４の温度の非接触測定を可能に
する。電子装置４０の全ての機能は、対話タッチ画面として構成することができるディス
プレイ４４を通して、又は電子装置４０上に位置付けられた１又は２以上の物理的なボタ
ン、スイッチ、又は他の制御器を通して起動することができる。センサ４６及び４８は、
熱電対列、赤外線センサ、又は直接接触なしで身体パラメータを測定するように構成され
た他の適切なセンサとすることができるが、センサ４６又はセンサ４８のいずれかを一度
に一方のＡＢＴＴ終端１０との直接接触に置くことができることを理解しなければならな
い。
【００２０】
　図８及び図９を参照すると、本発明の開示の例示的実施形態により温度測定デバイスを
用いて構成された別の電子装置が示され、全体的に５０で示されている。電子装置５０は
、バンド５２と装置本体５４とを含む腕時計等の手首装着式デバイスとして構成される。
更に、電子装置５０は、ディスプレイ５６と、機能及び構造において第１のセンサ４６及
び第２のセンサ４８と類似とすることができるセンサ５８とを含む。電子装置５０のユー
ザは、１又は２以上の制御器（図示せず）を押下するか又はタッチ画面として構成するこ
とができるディスプレイ５６を電子装置５０への入力として用い、次いで、センサ５８を
ＡＢＴＴ終端１０の近くに置く場所に自分の手首を保持することによってＡＢＴＴ終端１
０での温度を取得することができる。電子装置５０は、予め決められた範囲の温度を受信
すること又はＡＢＴＴ終端１０の周りの領域内の温度をマップすることによって達成する
ことができるＡＢＴＴ終端１０が位置付けられたことを示すための第１の可聴出力を有す
るように構成することができる。そのようなマッピングは、例えば、センサ５８がＡＢＴ
Ｔ終端１０でのピーク温度を見つけることができるような又は非常に高温の雰囲気条件下
で発生する可能性があるＡＢＴＴ終端１０での温度が周辺皮膚の温度よりも低い希な状況
ではＡＢＴＴ終端１０での最低温度を見つけることができるような電子装置５０の走査タ
イプの運動によって達成することができる。そのような走査は、全体が引用によって本明
細書に組み込まれている現在特許出願中の米国特許出願第１４／５９３，８４８号明細書
により詳細に記載されている。ＡＢＴＴ終端１０が置付けられた状態で、第１の可聴出力
とは異なるとすることができる第２の可聴出力が、ＡＢＴＴ終端１０での温度が測定され
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たことを示すことができる。ＡＢＴＴ終端１０の温度が測定された状態で、ユーザは、見
ることができる場所にディスプレイ５６を移動して表示温度を確認することになり、又は
可聴出力がＡＢＴＴ終端１０の温度を提示することができる。
【００２１】
　図１０は、本発明の開示の例示的実施形態により温度測定デバイスを用いて構成された
全体的に６０で参照する更に別の電子装置の図である。電子装置６０は、ディスプレイ６
２と、温度感知デバイス６４と、電気コネクタ６６とを含むように構成される。温度感知
デバイス６４は、電子装置６０に取り付けられ、コネクタ６６と整合するように構成され
る。温度感知デバイス６４は、プローブ６８と、電子装置６０のハウジング７０に取り付
けられるように構成されたセンサ本体７０と、コネクタ６６と嵌合するように構成された
電気センサコネクタ７２とを含むように構成される。プローブ６８は、センサアーム７６
の遠位端に位置付けられたセンサ７４を含むように構成される。感知デバイス６４は、セ
ンサコネクタ７２を通じたものとすることができる接続デバイスとして構成される。
【００２２】
　センサ７４は、ＡＢＴＴ終端１０と接触するように位置決めすることができる。ＡＢＴ
Ｔ終端１０を見つけるために、ＡＢＴＴ終端１０の区域をセンサ７４によって走査するこ
とができ、電子装置６０は、可聴出力、ディスプレイ６２上のもの又は点減光等の視覚出
力、又は触覚フィードバックとしても説明する振動出力を与える。電子装置６０からの第
１の表示が、ＡＢＴＴ終端１０の位置付けを示すことができ、電子装置６０からの第２の
表示が、ＡＢＴＴ終端１０の温度測定を示すことができる。電子装置６０は、温度データ
を他の電子デバイスに無線又は有線で送信するように構成することができる。
【００２３】
　図１１を参照すると、本発明の開示の例示的実施形態により温度測定デバイスを用いて
構成された別の電子装置が示され、全体的に６０で示されている。電子装置８０は、携帯
電話（又はこれに代えて、タブレット、コンピュータデバイスなど）として構成すること
ができ、前面８４と、背面８６と、ディスプレイ８８と、温度センサ９０とを含む装置本
体８２を含む。装置本体８２は、上側面９２と、右側面９４と、下側面９６と、左側面９
８とを左上コーナ１００と、右上コーナ１０２と、右下コーナ１０４と、左下コーナ１０
６とに加えて更に含む。温度センサ９０は、機能及び構造において第１のセンサ４６及び
第２のセンサ４８と類似とすることができる。
【００２４】
　ＡＢＴＴが鼻と眉の接合部の眼窩ルーフ区域内の比較的狭い隠れた区域に位置付けられ
ることを考慮して、装置本体８２内の温度センサ９０の位置は、この区域と特定の定めら
れた方法で嵌合するように構成され、そうでなければ測定は困難になり、鼻が適正な測定
を妨害する場合がある。例えば、携帯電話として例示する装置本体８２の中間部分にセン
サが位置決めされた場合に、温度センサ９０が眼窩ルーフにあるＡＢＴＴ終端１０に到達
するのを眼窩骨が阻止することになる。眼窩ルーフ及び眉と鼻との接合部に位置決めされ
たＡＢＴＴ終端１０に到達するために、装置本体８２内の温度センサ９０は、好ましくは
、コーナ１００、１０２、１０４、又は１０６のうちの１つに隣接して位置付けられ、同
じく好ましくは、側面９２、９４、９６、及び９８のうちの１つの中に位置付けられる。
温度センサ９０からコーナ１００、１０２、１０４、又は１０６のうちの１つまでの好ま
しい距離は、３０ｍｍに等しいか又はそれよりも短く、より好ましくは、２０ｍｍに等し
いか又はそれよりも短く、更に好ましくは、１５ｍｍに等しいか又はそれよりも短く、更
に好ましくは、１０ｍｍに等しいか又はそれよりも短く、最も好ましくは、５ｍｍに等し
いか又はそれよりも短い。
【００２５】
　温度センサ９０は、好ましくは、上コーナ１００及び１０２、並びに下コーナ１０４及
び１０６のうちの１つに隣接して位置付けられる。限定ではなく例として、図１１では、
温度センサ９０は、上側面９２上でコーナ１０２に隣接して、並んで、近くに、又は近接
して位置付けられる。
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【００２６】
　図１２は、本発明の開示の例示的実施形態により測定デバイスを用いて構成された全体
的に１１０で参照する更に別の電子装置の斜視図を示している。電子装置１１０は、図１
１に示す電子装置８０との相違点を含むが、特徴は十分に似通っており、従って、簡潔化
の目的で同じ要素番号を用いている。図１２では、温度センサ９０は、左側面９８上又は
内でコーナ１０６に隣接する、近い、並んだ、又は近接する場所に位置決めされる。
【００２７】
　電子装置８０及び電子装置１１０は、図１３及び図１４に示すように、温度センサ９０
をＡＢＴＴ終端１０に位置合わせするように装置本体８２を位置決めするのを補助するた
めに、温度センサ９０に恒久的又は一体的に固定するか又は着脱可能に接続することがで
きる鼻あて(nose piece)１１２を含むように構成することができる。
【００２８】
　電子装置８０のユーザは、１又は２以上の制御器（図示せず）を押下するか、又はタッ
チ画面として構成することができるディスプレイ８６を電子装置８０への入力として用い
、次いで、図１２のセンサ９０が測定センサ（接触測定又は非接触測定を実施する）とし
て例示的に示され、ＡＢＴＴ終端１０からの熱信号を受信している図１５に示すように、
ディスプレイ８８が鼻２６に対して実質的に平行な状態で装置本体８２を鼻２６の隣に、
並んで、近くに、又は近接して保持し、かつ温度センサ９０をＡＢＴＴ終端１０に対して
、そこで、その上でその近くに、隣接して、並んで、近接して置く場所に保持することに
よってＡＢＴＴ終端１０での温度を取得することができる。図１６は、鼻あて１１２が測
定に向けてユーザの顔面の鼻２６上に位置決めされた状態の電子装置８０を示している。
【００２９】
　センサ９０を主として温度センサとして説明するが、センサ９０、並びにＡＢＴＴ終端
１０と整合することのための本明細書で説明する他のセンサは、一例として、グルコース
センサ、化学センサ、酸素センサ、脈拍センサ、酸素測定センサ、血圧センサ、光センサ
、蛍光センサ、及び２００７年３月６日に付与された米国特許第７，１８７，９６０号明
細書、２０１２年５月８日に付与された米国特許第８，１７２，４５９号明細書、２０１
２年１２月１１日に付与された米国特許第８，３２８，４２０号明細書、２０１４年５月
１３日に付与された米国特許第８，７２１，５６２号明細書、２０１４年９月３０日に付
与された米国特許第８，８４９，３７９号明細書、２０１５年４月２１日に付与された米
国特許第９，０１１，３４９号明細書、２０１５、９月１日に付与された米国特許第９，
１１９，５３０号明細書、２０１４年９月２９日出願の係属中の米国特許出願第１４／５
００，３６２号明細書、２０１４年９月２９日出願の係属中の米国特許出願第１４／５０
０，５５０号明細書、２０１５年２月１３日出願の係属中の米国特許出願第１４／６２２
，２８４号明細書、及び２０１５年４月１５日出願の係属中の米国特許出願第１４／６８
７，１０６号明細書を含む「生体パラメータを測定するための装置及び方法（Ａｐｐａｒ
ａｔｕｓ　ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｆｏｒ　Ｍｅａｓｕｒｉｎｇ　Ｂｉｏｌｏｇｉｃ　Ｐ
ａｒａｍｅｔｅｒｓ）」という名称の下にある様々な特許及び出願において本出願人が記
載している様々な生体信号及び生体パラメータを含むいずれかの生体変数又は生体信号を
測定することができるいずれかのセンサを含む様々なセンサを含むことができ、これらの
文献の内容は、その全部が引用によって本明細書に組み込まれている。
【００３０】
　センサ９０は、接触センサ及び非接触センサ、並びに赤外線検出器を含む検出器を含む
ことができる。センサ９０の一部として近接センサ、光センサなど等の他のセンサを含め
ることができ、単体又は他のセンサとの組合せで使用することができる。本発明の開示で
説明するセンサのいずれも、本明細書で言及する複数のセンサを単一センサ又はセンサの
組合せとして含むことができる。
【００３１】
　図１７は、本発明の開示の例示的実施形態により全体的に１３２で参照する測定デバイ
スを用いて構成された全体的に１３０で参照する電子装置の図を示している。測定デバイ
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ス１３２は、装置本体８２の側面９２、９４、９６、又は９８のうちの１つの上に位置決
めされた１対のセンサ１３４を含む。一例として、センサ１３４の各々は、ユーザの顔面
上の少なくとも１つのＡＢＴＴ終端１０からの赤外線エミッションを読み取るように構成
された赤外線センサのアレイを含むことができる。ＡＢＴＴ終端１０からのエミッション
は、センサ１３４によって捕捉され、ディスプレイ８８上に表示することができる。捕捉
画像は、ＡＢＴＴ終端１０の温度を決定するために電子装置１２０が解析することができ
る。ＡＢＴＴ終端１０からのエミッションを捕捉することによって化学測定及びグルコー
スを含む被分析物の測定を達成することができ、装置本体８２内に位置付けられたプロセ
ッサ（図示せず）が、化学物質及び被分析物の濃度及び量を計算及び報告するための作動
を実行することを理解しなければならない。
【００３２】
　図１８は、全体的に１４０で参照する本発明の開示の例示的実施形態による電子装置の
図を示している。電子装置１４０は、図１７の電子装置１２０と同様であるが、各アレイ
１３４が単一センサ１３６、すなわち、熱センサアレイの代わりの単一熱センサで置換さ
れている。２つのセンサ１４２を説明するが、代替実施形態では電子装置１４０が１つの
センサ１４２のみを含むことを理解しなければならない。
【００３３】
　図１９は、本発明の開示の更に別の例示的実施形態により全体的に１５２で参照する測
定デバイスを含むように構成された全体的に１５０で参照する電子装置の図を示している
。図１９に記載の例示的実施形態では、測定デバイス１５２は熱センサアレイを含む。右
側等の第１の側を測定し、次いで、左側等の反対の第２の側を測定することによって各Ａ
ＢＴＴ終端１０を測定することができる。測定デバイス１５２は、電子装置１５０の本体
上に位置決めされたコネクタ内に嵌入するように構成された本明細書の他の箇所で説明す
る電気ジャック又は電気コネクタによって電子装置の本体に着脱可能に取り付けられて接
続される。
【００３４】
　ＡＢＴＴ終端１０の解剖学的構造は、鼻２６の解剖学的構造及び寸法に関連付けられる
。図２０～図２３は、全体的に１６０で参照する本発明の開示の例示的実施形態による電
子装置の図を示している。電子装置１６０は、その端部に隣接して配置されて各々が人口
集団の各個人に対する特定の鼻２６に位置決め可能又は調節可能な１対の回転可能センサ
１６２を含む。各センサ１６２は、電子装置１６０の装置本体１６８の左上コーナ１６４
及び／又は右上コーナ１６６等のコーナの上に位置決めされる。ユーザが各センサ１６２
をそれぞれのＡＢＴＴ終端１０に位置合わせすることを可能にするために、１対又は二重
のセンサの各センサ１６２は、電子装置１６０の最長長さに沿って延びる電子装置１６０
の長手軸の周りに回転可能である。電子装置１６０は、右側面１７２等の電子装置の側面
上に１対のセンサ１７０を更に含む。各センサ１７０は、これらのセンサの間の間隔を変
更するためにスロット又は溝１７４内で個々に摺動可能であり、そのような間隔は、それ
ぞれのＡＢＴＴ終端１０との位置合わせに向けてセンサ１７０の間隔を調節するための最
小の予め決められた間隔１７６と最大の予め決められた間隔１７８とを有する。回転可能
センサ１６２及び摺動可能センサ又は摺動センサ１７０を装置本体１６８に恒久的に固定
されるように示すが、回転可能機構又は摺動機構を有する着脱可能に取り付けられたセン
サアセンブリが本発明の開示の範囲にあることを理解しなければならない。
【００３５】
　図２４及び図２８は、全体的に１８０で参照する本発明の開示の例示的実施形態による
分離可能センサデバイスの図を示している。分離可能センサデバイス１８０は、センサア
センブリとして説明することができ、本明細書に開示する他の分離可能センサデバイスも
同じく説明することができることを理解しなければならない。分離可能センサデバイス１
８０は、電子装置に位置決めされた合わせ電気コネクタに接続するように構成された電気
ジャック又は電気コネクタ１８２を含む。分離可能センサデバイス１８０は、図２４に示
す弛緩状態でほぼ平行にあるとすることができる２つの可撓性アーム１８４を含み、これ
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らの可撓性アーム１８４は、センサ１８６間の第１の離間距離２０４から最大でセンサ１
８６間の第２の離間距離２０６までを構成するように、図２８に示すように互いから遠ざ
かるように移動することができる。第１の離間距離２０４及び第２の離間距離２０６は、
個人の鼻及び顔面の解剖学的構造、例えば、鼻幅に対するある範囲の適応性を可能にする
。各可撓性アームは長手方向に延び、終端又は遠位端１８８にセンサ１８６を含み、各セ
ンサ１８６は、アーム１８４の長手方向に対して実質的に垂直に位置決めされた軸を有し
、更に測定面１９０を有する。測定面１９０は、ＡＢＴＴ終端１０の放出された信号を測
定するように構成される。
【００３６】
　図２５は、電子装置１９２の装置本体１９４上に位置決めされ、ジャック１８２によっ
て固定された分離可能センサデバイス１８０を示している。代替実施形態では、分離可能
センサデバイス１９６は、図２６に示すようにジャック２００内で終端するワイヤ又はケ
ーブル１９８を含む。ジャック２００は、装置本体１９４に位置決めされた電気コネクタ
２０２と嵌合してシステムを形成するように構成される。
【００３７】
　図２７は、全体的に２１０で参照する本発明の開示の例示的実施形態によるセンサシス
テムを示している。センサシステム２１０は、少なくとも補助的無線受信機を含む遠隔電
子装置２１４と作動的に結合された近距離無線送信機を含む分離可能センサデバイス２１
２を含む。この場合に、分離可能センサデバイス２１２は、対応する電子装置２１４から
物理的に完全に分離することができるが、ＡＢＴＴ終端１０からのエミッションを取得す
るために依然として電子装置２１４と通信しているとすることができる。
【００３８】
　本出願人は、アルツハイマー病、パーキンソン病、多発性硬化症、癌、並びに高体温及
び低体温の病態を含む様々な障害を治療するためのＡＢＴＴ終端１０への熱エネルギを含
むエネルギの印加を示した。本発明の開示は、温度変更デバイスと、電子装置と作動的に
結合された温度変更デバイスを接続し、ＡＢＴＴ終端１０から熱を除去し、そこに熱を印
加するように構成されたシステムとを開示している。温度変更デバイス内に位置付けられ
る温度変更要素は、加熱及び冷却を提供するように構成された双方向熱電デバイス、抵抗
加熱器、流体システム、赤外線ライト、赤外線ＬＥＤ、又は温度を変更修正するように構
成された他のデバイスとすることができる。
【００３９】
　図２９は、全体的に２２０で参照する温度変更デバイスと、全体的に２２２で参照する
電子装置とを示している。温度変更デバイス２２０が、電子装置２２２上に位置決めされ
るか、それに取り付けられるか、又はそれに接続されると、温度感知及び変更システム２
２４が形成される。温度変更デバイス２２０は、装置本体２２６に位置決めされた電気コ
ネクタ２３８と嵌合する電気コネクタ又は電気ジャック２２８を通して電子装置２２２の
装置本体２２６に接続又は取り付けることができる。温度変更デバイス２２０は、本明細
書の他の箇所で説明する可撓性アーム１８４と同様又は同一とすることができる２つの可
撓性アーム２３０を含み、これらの可撓性アーム２３０は、ほぼ平行又は平行とすること
ができる。可撓性平行アーム２３０の各々は、遠位終端２３４に位置決めされた少なくと
も１つの温度変更要素２３１とセンサ２３２とを含む。各センサ２３２は、アームの最長
寸法に対して実質的に垂直に位置決めされてＡＢＴＴ終端１０での信号を測定するように
構成されたた測定面２３６を含む。
【００４０】
　図３０は、全体的に２４０で参照する本発明の開示の別の例示的実施形態による温度変
更デバイスの図を示している。温度変更デバイス２４０は、温度変更デバイス２２０の特
徴と同様又は同一のいずれかであるいくつかの特徴を含む。相応に図３０では、図２９に
記載と同様又は同一物を同じ要素番号でラベル付けしている。温度変更デバイス２４０は
、ジャック２４４内で終端するワイヤ又はケーブル２４２を含む。ジャック２４４は、装
置本体２２６に位置決めされた電気コネクタ２３８と嵌合してシステムを形成するように
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構成される。
【００４１】
　図３１は、全体的に２５０で参照する本発明の開示の更に別の例示的実施形態による温
度変更デバイスの図を示している。温度変更デバイス２５０は、図２９に示す温度変更デ
バイス２２０と一部の態様で同様であり、相応に簡潔化の目的で同様にラベル付けしてい
る。温度変更デバイス２５０は、図２９に示す電子装置２２２等の分離又は遠隔な電子装
置との通信に向けて送信機２５２を含む。
【００４２】
　ＡＢＴＴ終端の解剖学的構造及び鼻梁の形態構造を考慮して、分離可能センサデバイス
又は温度変更デバイスの一部を形成するアームは、ＡＢＴＴ区域上又はその周りに装着さ
れる特定の寸法を含む。アーム１８４等のアームの好ましい長さは、１００ｍｍに等しい
か又はそれよりも短く、より好ましくは、５０ｍｍに等しいか又はそれよりも短く、更に
好ましくは、３０ｍｍに等しいか又はそれよりも短く、更に好ましくは、２０ｍｍに等し
いか又はそれよりも短く。最も好ましくは、１０ｍｍに等しいか又はそれよりも短い。各
アームの好ましい直径（又は幅）は、４０ｍｍに等しいか又はそれよりも短く、より好ま
しくは、２０ｍｍに等しいか又はそれよりも短く、更に好ましくは、１５ｍｍに等しいか
又はそれよりも短く、更に好ましくは、１０ｍｍに等しいか又はそれよりも短く、最も好
ましくは、５ｍｍに等しいか又はそれよりも短い。
【００４３】
　図３２は、全体的に２６０で参照する本発明の開示の更に別の例示的実施形態による温
度変更デバイスの図を示している。上述の温度変更デバイス２２０と機能的に類似の要素
を同様にラベル付けしている。温度変更デバイス２２０は、プロセッサ２６２と、送信機
２６４と、電源２６８と、２つの長手に延びる可撓性平行アーム２６８とを含む。各可撓
性平行アームは、遠位端又は終端２７２に熱伝達デバイス２７０を含み、各熱伝達デバイ
ス２７０は熱伝達面２７４を含む。各熱伝達デバイス２７０は、それぞれのアーム２６８
の長手方向に対してほぼ垂直な方向に延びる。熱伝達面２７４及び熱伝達デバイス２７０
は、ＡＢＴＴ終端１０に熱を印加するか又はそこから熱を除去するように構成される。ア
ーム２６８は、ユーザの鼻上に温度変更デバイス２６０を固定するためのバネ機構２７６
によって接続され、鼻に対して圧力を印加する。鼻上でアセンブリを支持するためのあら
ゆる機構及び圧縮機構、接着機構などを使用することができ、これらの機構が本発明の開
示の範囲にあることを理解しなければならない。更に、温度変更のためのあらゆる実施形
態は、あらゆる分離可能センサデバイス内で本発明の開示のあらゆるセンサと併用するこ
とができ、センサに関するあらゆる実施形態は、本発明の開示のあらゆる温度変更デバイ
スと併用することができることを理解しなければならない。
【００４４】
　図３３は、全体的に２８０で参照する本発明の開示の例示的実施形態による分離可能セ
ンサデバイスの図を示している。分離可能センサデバイス２８０は、センサヘッド２８２
と、それを回転させる回転機構２８４とを含むように構成される。センサヘッド２８２は
、そこに位置決めされたセンサ２８６を含む。回転機構２８４は、センサ２８６を地面に
対して４５度の角度で位置決めするように構成され、ＡＢＴＴ１２の皮膚入口は、眉と鼻
梁によって形成された眉の直下のコーナに位置するので、この位置決めによってＡＢＴＴ
終端１０との位置合わせが可能になる。
【００４５】
　図３４及び図３６は、全体的に２９０で参照する本発明の開示の別の例示的実施形態に
よる分離可能センサデバイスの図を示している。分離可能センサデバイス２９０は、その
長手本体２９６に沿って延びる長手軸２９４に対してほぼ垂直な方向に延びる電気コネク
タ又は電気ジャック２９２を含む。分離可能センサデバイス２９０は、コネクタ２９２か
ら遠ざかる方向に延びるセンサ面２９８を含む。図３６は、電子装置３０４に接続され、
ＡＢＴＴ終端１０からのエミッションを取得するように位置決めされた分離可能センサデ
バイス２９０の図を示している。
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【００４６】
　図３５は、全体的に３００で参照する本発明の開示の例示的実施形態による別の分離可
能センサデバイスの斜視図を示している。分離可能センサデバイス３００は、そのコネク
タ２９２の長手広がりに対してほぼ平行な複数のセンサ測定面３０２を含む。両方のセン
サ測定面３０２の向きは、互いに対してほぼ平行に前方向又は前方方向に向くように定め
られる。
【００４７】
　センサ測定面は、測定アーム上で図３５に示すような前方、図３３に示すような対角方
向、及び図３４に示すような上方を含むあらゆる向きに位置決めすることができることを
理解しなければならない。また、温度変更デバイスの実施形態においてセンサアセンブリ
の全ての実施形態を使用することができ、温度変更デバイスの実施形態は、角度を付けて
、様々な分離可能センサデバイス及びセンサの測定面と類似の向きの方式で位置決めされ
た熱伝達面を有することができることも理解しなければならない。
【００４８】
　図３７～図３９は、全体的に３１０で参照する本発明の開示の例示的実施形態により測
定デバイスを用いて構成された電子装置の図を示している。電子装置３１０は装置本体３
１２を含み、装置本体３１２は、移動可能、回転可能、又は反転可能なアーム３１４を含
む。反転可能アーム３１４は、そのピボット軸又は回転軸３１８から遠位にあるか又は離
れたアーム３１４の端部に位置決めされたセンサ３１６を含む。センサ３１６は、アーム
３１４の長手広がりに対してほぼ垂直なセンサ面３２０を有するように向けられる。図３
９に示すように、アーム３１４は、図３８に示す矢印３２２の方向及び図３９の矢印３２
４の方向に回転して電子装置３１０から離間距離を置いてユーザのＡＢＴＴ終端１０から
のエミッションを取得するための場所にセンサ３１６を位置決めし、センサ３１６は、Ａ
ＢＴＴ終端１０上又はそれに隣接して静置される。以前のセンサ実施形態に示したものと
類似の方式でセンサを温度変更デバイスで置換することができ、そのような温度変更デバ
イスが本発明の開示の範囲にあることを理解しなければならない。
【００４９】
　図４０から図４７は、本発明の開示の例示的実施形態による代替実施形態分離可能セン
サデバイスを示している。図４０～図４７に示す分離可能センサデバイスは、図２４から
図２８に示す分離可能センサデバイスと同様であるが、図４０～図４７に記載の実施形態
は、単一センサ及びこのセンサを支持するための単一アームのみを含み、各分離可能セン
サデバイスのセンサを有する端部と反対端は、Ｃ字形鼻支持体内で終端する。実施形態の
間で特徴が共通又は同様である場合に、簡潔化の目的で同じ要素番号を用いている。
【００５０】
　図４０は、全体的に３３０で参照する本発明の開示の例示的実施形態により、センサ支
持アーム３３２と、そこに位置決めされたセンサ３３４と、「Ｃ字」形支持部分３３６と
、送信機３３８とを含む分離可能センサデバイスを示している。Ｃ字形支持部分３３６は
、ユーザの鼻の形状と共形であるように構成され、それによってＡＢＴＴ終端１０のエミ
ッションが測定される間に分離可能センサデバイス３３０を支持する機能が与えられる。
図４１は、全体的に３４０で参照する本発明の開示の例示的実施形態による分離可能セン
サデバイスを示している。この実施形態では、送信機３３８は、本明細書の他の箇所で説
明するように、電子装置上に位置決めされた電気コネクタと嵌合するように構成された電
気コネクタ又は電気ジャック３４２で置換される。図４２及び図４３は、電子装置３４４
上に位置決めされ、コネクタ３４２と電子装置３４４との接続によって支持された分離可
能センサデバイス３４０を示している。図４４は、全体的に３４６で参照する本発明の開
示の例示的実施形態による分離可能センサデバイスを示している。この実施形態では、コ
ネクタ又はジャック３４２は、分離可能センサデバイス３４６のデバイス本体３５０にワ
イヤ又はケーブル３５２によって接続された電気コネクタ又は電気ジャック３４８で置換
される。更に、Ｃ字形支持部分３３６の代わりに、分離可能センサデバイス３４６のセン
サ支持アーム３５６に対してほぼ垂直である短く真っ直ぐなアーム３５４が存在する。図
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４５～図４７は、全体的に３６０で参照する本発明の開示の例示的実施形態による分離可
能センサデバイスを示している。分離可能センサデバイス３６０は、図４１に示す分離可
能センサデバイス３３６及び図４４に示す分離可能センサデバイス３４６の特徴を含み、
相応にラベル付けしている。図４５は、ＡＢＴＴ終端１０との位置合わせのための装置本
体の主軸に対して４５度の角度にある位置への１つの第１の回転、及びアームの軸に関し
て４５度の角度へのセンサヘッドの第２の回転という分離可能センサデバイス３６０の二
重軸回転移動を示している。図４６は、鼻２６上に位置決めされ、ＡＢＴＴ終端１０に位
置合わせされた分離可能センサ３６０を示している。図４７は、ＡＢＴＴ終端１０との好
ましい位置合わせのためのセンサ３３４の角度を示している。
【００５１】
　図４８は、全体的に３７０で参照する本発明の開示の例示的実施形態による別の分離可
能センサデバイスの斜視図を示している。分離可能センサデバイス３７０は、各々が鼻２
６の皮膚への並置に向けて実質的に平坦又は平面である第１の右のアーム３７２、第２の
左のアーム３７４と、右アーム３７２と左アーム３７４の間に位置決めされてこれらのア
ームに接続された接続部分３７６とを含む。接続部分３７６は、分離可能センサデバイス
３７０を鼻２６の皮膚に留めるための接着面３７８を含む。右アーム３７２及び左アーム
２７４のうちの少なくとも一方は、その遠位端又は自由端に位置決めされたセンサ３８０
を含む。分離可能センサデバイス３７０は、例えば、Ｗｉ－Ｆｉ又はＢｌｕｅｔｏｏｔｈ
(登録商標)とすることができる無線通信のための送信機３８２と、プロセッサ３８４と、
１又は２以上のバッテリ等の電源３８６とを更に含む。
【００５２】
　図４９は、全体的に３９０で参照する本発明の開示の例示的実施形態による更に別の分
離可能センサデバイスの図を示している。分離可能センサデバイス３９０は、各々が鼻２
６の皮膚への並置に向けて実質的に平坦又は平面である第１の右のアーム３９２、第２の
左のアーム３９４と、右アーム３９２と左アーム３９４の間に位置決めされてこれらのア
ームに接続された接続部分３９６とを含む。接続部分３９６は、分離可能センサデバイス
３９０を鼻２６の皮膚に留めるための接着面３９８を含む。接着面３９８は、着脱可能な
保護カバー又は保護層４００によって覆われる。右アーム３９２及び左アーム３９４の各
々は、その遠位端又は自由端に位置決めされたセンサ４０２を含む。分離可能センサデバ
イス３９０は、右アーム３９２と左アーム３９４の間の均衡に向けて、右アーム３９２上
に位置決めされた電源４０４と、プロセッサ及び送信機（すなわち、無線デバイス）を含
む集積回路４０６とを更に含む。右アーム３９２の電子要素と左アーム３９４の電子要素
は、ワイヤ又は好ましくはフレックス回路（図示せず）によって接続される。
【００５３】
　図５０は、本発明の開示の例示的実施形態により全体的に４１０で参照する更に別の分
離可能センサデバイスと、全体的に４１２で参照する電子装置との斜視図を示している。
分離可能センサデバイス４１０と電子装置４１２は、センサシステム４１４を形成する。
分離可能センサデバイス４１０は、左アーム４１６と、右アーム４１８と、左アーム４１
６と右アーム４１８を互いに向けて加勢するように構成された、すなわち、分離可能セン
サデバイス４１０が鼻上に置かれた時に左アーム４１６及び右アーム４１８を鼻２６の側
面に対して押圧することになるバネ４２０又は形状記憶プラスチックを含むバネ性能を有
する他の圧縮性材料とを含む。左アーム４１６及び右アーム４１８の各々は、均衡に向け
て各アームの自由端又は遠位端に位置決めされたセンサ４０２を含む。更に、センサシス
テム４１４は、分離可能センサデバイス４１０を電子装置４１２に接続するためのワイヤ
又はケーブル４２２を含む。電子デバイス４１２は、電源４２４と、プロセッサ４２６と
、送信機４２８と、ディスプレイ４３０とを含むように構成される。
【００５４】
　図５１は、全体的に４４０で参照する本発明の開示の例示的実施形態による更に別の分
離可能センサデバイスの斜視図を示している。分離可能センサデバイス４４０は、左アー
ム４４２と右アーム４４４を含む。更に、分離可能センサデバイス４４０は、右アーム４
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４４の自由端又は遠位端に位置付けられたセンサ４０２と、左アーム４４２の自由端に位
置付けられた温度変更デバイス４４６と、左アーム４４２上に位置決めされたプロセッサ
及び無線デバイスを有する集積回路４４８と、右アーム４４４上に位置決めされた電源４
５０とを含む。
【００５５】
　図５２は、本発明の開示の例示的実施形態により全体的に４６０で参照する分離可能温
度変更デバイスと、全体的に４６２で参照する電子装置との斜視図を示している。デバイ
ス４６０は、左アーム４６４と右アーム４６６を含む。更に、デバイス４６０は、右アー
ム４４６の自由端又は遠位端上に位置決めされた熱伝達デバイス４６８と、左アーム４６
４上に位置決めされたプロセッサ及び無線デバイスを有し、携帯電話、タブレット、コン
ピュータデバイスなどとすることができる電子装置４６２に無線接続した集積回路４７０
と、電源４７２とを含む。
【００５６】
　図５３は、ユーザの鼻２６上に位置決めされた図４８に示す分離可能センサデバイス３
７０の図を示している。図５４は、ヘルメット４３２上に位置決めされ、被検者によって
使用されている図５０に示す分離可能センサデバイス４１０及び電子装置４１２の図を示
している。図５５は、ヘルメット４３２上に位置決めされ、被検者によって使用されてい
る温度変更デバイス４６０及び電子装置４６２の図を示している。温度変更デバイス４６
０は、電子装置４６２と無線通信する。あらゆる頭部装着式装具及び頚部装着式装具は、
本発明の開示の原理に従って使用することができ、これらの装具が本発明の開示の範囲に
あることを理解しなければならない。
【００５７】
　図５６は、全体的に４８０で参照する本発明の開示の例示的実施形態による別の分離可
能センサデバイスの斜視図を示している。分離可能センサデバイス４８０は、長手に延び
るロッド状本体４８２を含む。更に、デバイス４８０は、本体４８２の遠位端に位置決め
されたセンサ４８４と、本体４８２の近位端に位置決めされ、本体４８２を通る長手軸に
対してほぼ垂直に延びる電気コネクタと、１対の拡張可能把持アーム４８６とを含む。把
持アーム４８６は、装置本体を把持するように構成される。
【００５８】
　図５７は、全体的に４９０で参照する本発明の開示の例示的実施形態による別の分離可
能センサデバイスの斜視図を示している。デバイス９０は、ある一定の態様においてデバ
イス４８０と同様である。従って、類似の要素は、同様に付番している。デバイス４９０
は、ロッド状本体４９２を含む。更に、デバイス４９０は、電気コネクタ又は電気ジャッ
ク４９４と、ジャック４９４を本体４９２に接続するケーブル又はワイヤ４９６とを含む
。
【００５９】
　図５８は、本発明の開示の例示的実施形態により全体的に５０２で参照する電子装置に
取り付けられた全体的に５００で参照する分離可能センサデバイスの斜視図を示している
。分離可能センサデバイス５００は、ロッド状本体５０４を含む。把持アーム４８８が、
電子装置５０２の前面と電子装置５０２の背面とを把持し、これらの把持アーム４８８は
、第１の位置又は向きでロッド状本体５０４を電子装置５０２と並べて位置決めし、かつ
ロッド状本体５０４を電子装置５０２に対してほぼ垂直に位置決めするように構成された
回転機構５０６によって本体５０４に接続される。分離可能センサデバイス５００はまた
、電子装置５０２（例えば、作動的に結合された）との通信に向けて送信機等の無線デバ
イスを含む。
【００６０】
　図５９は、第１の非延長位置５０８と第２の延長位置５１０とにある把持アーム４８８
を示している。把持アーム４８８が第１の位置５０８にある時に、把持アーム６０８は、
第１の離間距離５１２だけ距離を置いて位置決めされる。把持アーム４８８が第２の位置
５１０にある時に、把持アーム４８８は、第１の離間距離５１２よりも大きい第２の離間
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距離５１４だけ距離を置いて位置決めされる。把持アーム４８８を延長又は拡張する機能
は、装備される分離可能センサデバイスを様々な厚みの装置本体に係止することを可能に
する。分離可能センサデバイス５００は、センサ４８４を本体５０４の主長手軸５１８に
関して対角位置又は角度５１６で位置決めするように構成される。
【００６１】
　図６１から図６４は、電子装置の装置本体と嵌合するように構成されたセンサケースの
実施形態を示している。各センサケースはセンサを含む。
【００６２】
　図６１は、本発明の開示の例示的実施形態により全体的に５３２で参照する電子装置上
に位置決めされた全体的に５３０で参照する更に別の分離可能センサデバイスの図を示し
ている。分離可能センサケース５３０は、電子装置５３２の装置本体５３６を受け入れる
ように構成されたケース本体５３４と、デバイス５３０及び電子装置５３２の破断部分内
に示す電子装置５３２の電気コネクタ５４０と嵌合するように構成された電気コネクタ５
３８と、ケース本体５３４に回転機構５０６によって接続されたセンサデバイス５４２と
を含む。センサデバイス５４２は、その上にセンサ４８４が位置決めされたロッド状本体
５４４を含む。センサ４８４のセンサ面５４４は、センサデバイス５４２の主軸に関して
対角に配置される。センサ４８４は、センサ４８４によって感受されるエミッションに比
例する信号を発生させる。信号は、コネクタ５３８に送信される。
【００６３】
　図６２は、本発明の開示の例示的実施形態により全体的に５５２で参照する電子装置上
に位置決めされた全体的に５５０で参照する更に別の分離可能センサデバイスの図を示し
ている。分離可能センサデバイス５５０は、電子装置５５０の受信機５５８と通信的に結
合された送信機５５６が内部に位置決めされたロッド状本体５５４を含む。ロッド状本体
５５４は、プロセッサ５６０と電源５６２とを更に含む。
【００６４】
　図６３～図６５は、センサ４８４を位置決めしてＡＢＴＴ終端１０と位置合わせするた
めに電子装置５３２の平坦前面５４６に対してほぼ垂直になるように回転されるロッド状
本体５４４を有する分離可能センサデバイス５３０の図を示している。
【００６５】
　図６６から図７４は、本発明の開示の例示的実施形態による感覚腕時計の図を示してい
る。各感覚腕時計は、前面と、そこに位置決めされたディスプレイと、背面と、前面から
背面まで延びる複数の側部とを含む。
【００６６】
　図６６は、全体的に５７０で参照する本発明の開示の例示的実施形態により測定デバイ
スを含む感覚腕時計の図を示している。感覚腕時計５７０は、ディスプレイ５７４と、デ
ィスプレイ５７４に隣接する１対の並列二重センサ又は検出器５７６と、センサ５７６の
間に配置されたカメラ５７８と、センサ５７６をＡＢＴＴ終端１０に位置合わせするのを
補助するための十字線光源５８０とがそこに位置決めされた前面５７２を含む。後の図に
おいて図６６の要素と同様又は同一の要素が使用される場合に、そのような同様又は同一
の要素は、図６６の要素と同じ品目番号を用いてラベル付けされる。
【００６７】
　図６７は、全体的に５９０で参照する本発明の開示の別の例示的実施形態により測定デ
バイスを含む感覚腕時計の図を示している。感覚腕時計５７０は、ディスプレイ５９４と
、１つのセンサ５７６と、センサ５７６に隣接して配置されたカメラ５７８と、十字線光
源５８０と、無線デバイス、すなわち、携帯電話、コンピュータ、タブレット、又は他の
電子デバイスを含む外部又は別の電子デバイス５９８と通信的又は作動的に結合された送
信機又は送受信機とがその上に位置決めされた前面５９２を含む。
【００６８】
　図６８は、センサ５７６の視野をＡＢＴＴ終端１０に位置合わせし、次いで、ＡＢＴＴ
終端１０からの信号を取得するために被検者によって使用されている感覚腕時計５７０を
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示している。
【００６９】
　図６９は、全体的に６００で参照する本発明の開示の更に別の例示的実施形態により測
定デバイスを含む感覚腕時計の図を示している。感覚腕時計６００は、前面６０２と、背
面６０４と、前面６０２から背面６０４まで延びる複数の側部６０６とを含む。感覚腕時
計６００は、センサ５７６と、センサ５７６に隣接して配置されたカメラ５７８と、側面
６０６のうちの１つの上に位置決めされた十字線光源５８０とを含む。
【００７０】
　図７０は、全体的に６１０で参照する本発明の開示の更に別の例示的実施形態により測
定デバイスを含む感覚腕時計の図を示している。感覚腕時計６１０は、前面６１２と、背
面６１４と、前面６１２から背面６１４まで延びる複数の側部６１６とを含む。感覚腕時
計６１０は、側面６１６のうちの１つの上に位置決めされ、各々が感覚腕時計６１０上で
摺動機構６１８によって摺動的に支持されるように構成された二重センサ又は検出器５７
６を含む。摺動機構６１８は、センサ５７６とＡＢＴＴ終端１０の位置合わせに向けてセ
ンサ５７６の間の離間距離を調節するように構成される。離間距離は、第１の最小の離間
距離６２０から最大離間距離６２２の範囲にあるように構成される。離間距離６２０及び
離間距離６２２の実寸法は、センサ５７６がそこに位置決めされた側面６１６の最長寸法
に依存する。図７１は、ユーザがＡＢＴＴ終端１０からの信号を取得するように各センサ
５７６の視野６２４を位置決めするために感覚腕時計６１０を作動させており、前面６１
２上に位置決めされたディスプレイ６２６上に測定結果が表示されている図を示している
。
【００７１】
　図７２から図７４は、センサアセンブリを有し、かつディスプレイ及び電子機器に接続
された感覚リストバンドを示している。本明細書の他の実施形態の場合と同様に、実施形
態の間で同様又は同一の要素が存在する場合に、同じ品目番号を用いている。
【００７２】
　図７２は、全体的に６３０で参照する本発明の開示の更に別の例示的実施形態により測
定デバイスを含む腕時計の図を示している。腕時計６３０は、ディスプレイ６３４と、デ
ィスプレイ６３４から遠ざかる２つのほぼ反対の方向に延びる感覚リストバンド６３２と
を含む。感覚リストバンド６３２は、バンド６３６と、第１の右のアーム６３８と、第２
の左のアーム６４０とを含む。右アーム６３８及び左アーム６４０の各々は、右アーム６
３８の自由端及び左アーム６４０の自由端に沿って位置決めされたセンサ６４２を含む。
右アーム６３８及び左アーム６４０は、ディスプレイ６３４に隣接する場所で始まるバン
ド６３６の縁部に隣接して配置される。右アーム６３８及び左アーム６４０は、異なるサ
イズの鼻に合うように、かつＡＢＴＴ終端１０との位置合わせに向けて右アーム６３８及
び左アーム６４０を調節するための可撓性の調節可能な機構を含む。図７４は、ユーザに
よって作動されており、センサがＡＢＴＴに位置合わせされた状態で顔面の鼻２６の隣に
位置決めされた腕時計６３０を示している。図７４では、接触センサが使用されており、
皮膚と接触しているが、本発明の開示の原理により、接触センサを示している実施形態の
あらゆるものにおいて非接触センサを使用することができることを理解しなければならな
い。本発明の開示の原理により、非接触センサを使用する実施形態のあらゆるものにおい
て接触センサを使用することができることを理解しなければならない。本発明の開示の原
理により、センサを示す実施形態のあらゆるものにおいて温度変更デバイスを使用するこ
とができることを理解しなければならない。
【００７３】
　図７３は、全体的に６５０で参照する本発明の開示の更に別の例示的実施形態により測
定デバイスを含む腕時計の図を示している。腕時計６５０は腕時計６３０と同様であるが
、単一センサ６４２のみを有する。更に、第１の右のアーム６３８及び第２の左のアーム
６４０の調節可能性を矢印６５２に示している。右アーム６４０にはセンサがなく、感覚
リストバンド６３２を鼻２６上に位置決めするのに使用される。
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【００７４】
　図７５は、全体的に６６０で参照する本発明の開示の例示的実施形態によるセンサデバ
イスの図を示している。センサデバイス６６０は、近位端６６４と遠位端６６６とを含む
ペン形又は実質的に円筒形の本体６６２を含む。遠位端６６６は、センサ６７０をそこに
位置決めしたセンサヘッド６６８を含む。近位端６６４は、電子装置６７８にケーブル又
はワイヤ６７６によって接続されたジャック６７４と嵌合するように構成された電気コネ
クタ６７２を含む。
【００７５】
　図７６は、全体的に６８０で参照する本発明の開示の例示的実施形態による別のセンサ
デバイスの図を示している。センサデバイス６８０は、センサヘッド６８４がその遠位端
でその上に位置決めされた円柱又はロッド状のセンサ本体６８２を含む。センサヘッド６
８４は、その自由端上に位置決めされたセンサ６９２を各々が含む右アーム６９０及び左
アーム６８８を含む二股支持体６８６を含む。センサ本体６８２は、電子装置６９８にケ
ーブル又はワイヤ７００を通して接続されたジャック又はコネクタ６９６を受け入れるよ
うに構成された電気コネクタ６９４を更に含む。電子装置６９８は、ディスプレイ７０２
と、センサデバイス６８０を起動するためのトリガボタン７０４とを含む。センサ本体６
８２は、センサ６９２からの信号を読み取ってセンサ６９２からの信号を報告するように
構成されたあらゆる電子デバイス又は温度計に接続することができることを理解しなけれ
ばならない。
【００７６】
　図７７は、全体的に７１０で参照する本発明の開示の例示的実施形態による更に別のセ
ンサデバイスの図を示している。センサデバイス７１０は、図７６に記載の実施形態とい
くつかの点で同様であり、そのような類似の要素は、同じ要素番号を用いてラベル付けし
ている。センサデバイス７１０は、円柱、ロッド状、管状、又はペン形のセンサ本体７１
２と、電子装置７１４、例えば、携帯電話又は専用電子装置７１６とを含む。センサ本体
７１２は、センサ７２０が自由端でその上に位置決めされたセンサヘッド７１８を遠位端
に含む。更に、センサ本体７１２は、近位端に位置決めされた電気コネクタ７２２を含む
。コネクタ７２２は、電子装置７１４及び電子装置７１６に接続するように構成される。
【００７７】
　図７８は、全体的に７３０で参照する本発明の開示の例示的実施形態による更に別のセ
ンサデバイスの図を示している。センサデバイス７３０は、図７６及び図７７に記載の実
施形態と同様であるが、電子装置７１４及び電子装置７１６との通信は、送信機を通じた
ものである。
【００７８】
　図７９は、本発明の開示の例示的実施形態により７４０で参照する電子装置に接続され
たセンサデバイス７３０を示している。電子装置７４０はディスプレイ７０２を含み、セ
ンサデバイス７３０からの信号を読み取るように構成される。電子装置７４０は、センサ
７２０をＡＢＴＴ終端１０に位置合わせするために上下回転機構を用いて構成された電気
コネクタ７４２を含む。矢印７４６に示すように、ディスプレイ７０２も軸７４４の周り
に回転可能である。図８０は、ディスプレイ７０２が軸７４４の周りに１８０度だけ回転
され、それによって医師等の別の個人がディスプレイ７０２上で結果を確認することが可
能になることを示している。図８１から図８４は、コネクタ７４２に位置決めされている
間にセンサデバイス７７３０がそれ自体の軸の周りに回転した時のセンサデバイス７３０
の複数の例示的な向きを示している。
【００７９】
　図８５は、本発明の開示の例示的実施形態により全体的に７５０で参照するセンサデバ
イスの全体的に７５２で参照する回転機構の図を示している。センサデバイス７５０は、
センサ本体７５４と、センサ７５８を支持するセンサヘッド７５６とを含む。センサヘッ
ド７５６は、図８５に示す位置によって例示するように、センサヘッド７５６が複数の位
置にくるようにセンサヘッド７５６の向けることを可能にするために、センサヘッド７５
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６がセンサ本体７５４の長手軸７６２に対して垂直な軸７６０の周りに回転することを可
能にする回転機構７５２によってセンサ本体７５４に接続される。回転機構７５２は、Ａ
ＢＴＴ終端１０の測定に最適なセンサ７５８の位置を与えるようにセンサヘッド７５６の
位置を調節するように構成される。
【００８０】
　図８６及び図８７は、全体的に７７０で参照する本発明の開示の例示的実施形態による
支持構造の図を示している。支持構造７７０は、３つの部分を更に含むハウジング７７２
を含む。１つの部分は、作動又は起動ボタン７７６を含むハンドル７７４と、電子装置の
合わせコネクタと適合するように構成された電気コネクタ又は電気ジャック７８４を含む
ケーブル７７８とを含む。別の部分は、センサデバイス７３０等のセンサデバイスの遠位
端を受け入れるように構成された電気コネクタ７８８を含む中間部分７８６である。更に
別の部分は、電子装置本体を固定するように構成されたクランプ機構７９２を含む上側部
分７９０である。クランプ機構７９２は、複数の寸法の電子装置７９６を受け入れるため
に矢印７９４の方向に延長するように構成される。例示目的で、電子装置との接続のため
のケーブル７７８を示すが、内部電気接続部は、クランプ機構７９２の底面に沿って位置
決めして電子装置の補助的電気接続部を受け入れるように構成することができ、そのよう
な実施形態が本発明の開示の範囲にあることを理解しなければならない。図８９は、セン
サ６７０をＡＢＴＴ終端１０に位置合わせするように位置決めされたセンサデバイス７３
０を示している。
【００８１】
　図８８は、全体的に８００で参照する本発明の開示の例示的実施形態による別の支持構
造の図を示している。支持構造８００は、ハンドル８０４と、起動ボタン８０６と、クラ
ンプ機構８１２を含む上側部分８１０と、中間部分８１６とを含むハウジング８０２を含
む。中間部分８１６は、センサデバイス６６０等のセンサデバイスへの接続のための延長
可能／格納可能なワイヤ又はケーブル８０８を含む。
【００８２】
　図９０は、全体的に８３０で参照する本発明の開示の例示的実施形態によるセンサクリ
ップアセンブリの図を示している。センサクリップアセンブリ８３０は、回転可能右アー
ム８３２と、回転可能左アーム８３４と、これらのアームを互いに向けて又は互いに対抗
して付勢又は押圧するバネ機構８３８が内部に位置決めされたハウジング８３６と、右ア
ーム８３２に接続され、圧縮又は押圧された時に右アーム８３２を左アーム８３４から遠
ざかるように移動するレバー又はハンドル８４０とを含む。更に、センサクリップアセン
ブリ８３０は、電気コネクタ８４２と、電気コネクタ８４２から延びて電気コネクタ８４
６で終端するケーブル８４４とを含む。右アーム８３２及び左アーム８３４の各々は、そ
れぞれのアームの自由端に位置決めされたセンサ８４８を含む。
【００８３】
　図９１は、全体的に８５０で参照する本発明の開示の例示的実施形態によるセンサヘッ
ドの図を示している。センサヘッド８５０は、センサ本体８５２と、接続部分８５４と、
接触センサ部分８５６とを含む。接触センサ部分８５６は、接触センサ８５８と、センサ
本体８５２の主長手軸８６４に対してほぼ垂直な軸８６２に沿って位置決めされたバネ機
構８６０とを含む。センサヘッド８５０は、接触センサ８５８を接続部分８５４に接続す
るためにセンサ本体８５２に沿って延びるワイヤ８６６を更に含む。
【００８４】
　図９２は、全体的に８７０で参照する本発明の開示の別の例示的実施形態によるセンサ
ヘッドの図を示している。センサヘッド８７０は、センサ本体８７２と、接続部分８７４
と、非接触センサ部分８７６とを含む。非接触センサ部分８７６は、センサ本体８７２の
主長手軸８８４に対してほぼ垂直な軸８８２に沿って位置決めされたセンサハウジング８
８０内に位置決めされた非接触センサ８７８を含む。センサヘッド８７０は、非接触セン
サ８７８を接続部分８７４に接続するためにセンサ本体８７２に沿って延びるワイヤ８８
６を更に含む。センサハウジング８８０は、取り囲む周囲温度及び汗による妨害に対して
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赤外線センサ等の非接触センサ８７８を保護する。
【００８５】
　図９３及び図９４は、全体的に８９０で参照する本発明の開示の例示的実施形態による
温度計の図を示している。温度計８９０は、ハンドル８９２とセンサヘッド８９４とを含
む。センサヘッド８９４は、そこに位置決めされたセンサ８９６を含む。ハンドル８９２
は、ハンドル軸９００に対して最適には４５度である角度８９８で位置決め又は配置され
る。角度８９８は、好ましくは、１０度から８０度の範囲、より好ましくは、１５度から
７５度の範囲、更に好ましくは、３０度から６０度の範囲、最も好ましくは、４０度から
５０度の範囲にある。最適な４５度角は、ハンドル８９２が顔平面９０２と平行である時
に、又は被検者によって使用されている温度計８９０を示す図９４に示すようにハンドル
８９２が顔平面９０２と垂直に位置決めされた時にセンサ８９６をＡＢＴＴ終端１０に位
置合わせすることを可能にする。
【００８６】
　図９５及び図９６は、全体的に９１０で参照する本発明の開示の例示的実施形態による
センサヘッドの図を示している。センサヘッド９１０は、センサ９１２と、センサ９１２
を取り囲み、かつセンサ９１２を取り囲む開放端９１６を含むハウジング９１４と、接続
アーム９１８とを含む。図９６は、皮膚９２０上に位置決めされ、かつ皮膚９２０からの
放射線を感受しているセンサヘッド９１０を示している。開放端９１６を有するハウジン
グ９１４は、皮膚９２０からの放射線９２４に対する密封環境及び保護環境（容積９２２
）を生成する。図９７及び図９８は、被検者によって使用されており、ＡＢＴＴ終端１０
と約４５度の対角で位置合わせされているセンサヘッド９１０を示している。図９１～図
９８に記載の実施形態は、本発明の開示で説明するセンサデバイス及び温度変更デバイス
のうちのいずれとも併用することができることを理解しなければならない。
【００８７】
　図９９は、全体的に９３０で参照する本発明の開示の例示的実施形態によるセンサデバ
イスを示している。センサデバイス９３０は、右アーム９３２と、右アーム９３２の自由
端に位置決めされた右センサ９３４と、左アーム９３６と、左アーム９３６の自由端に位
置決めされた左センサ９３８と、垂直支持アーム９４０とを含む。垂直支持アーム９４０
は、好ましくは硬質のものであり、その第１の端部で右アーム９３２と左アーム９３６と
に接続するように構成される。垂直支持アーム９４０の第２の端部は、ヘルメット９４８
によって支持されてそれに接続されたヘルメットアーム９４６によって支持された補助的
な磁石材料又は鉄鋼材料９４４と相互作用してそこに係止するように構成された磁石材料
又は鉄鋼材料９４２で終端する。ヘルメット９４８は、右センサ９３４及び左センサ９３
８からの信号を遠隔電子デバイスに送信するために無線デバイスと、プロセッサと、電源
（図示せず）とを含むように構成される。
【００８８】
　図１００は、全体的に１０００で参照する本発明の開示の例示的実施形態による更に別
のセンサデバイスの図を示している。センサデバイス１０００は、図７６及び図７７に記
載の実施形態といくつかの点で同様であり、そのような類似の要素は、同じ要素番号を用
いてラベル付けしている。センサデバイス１０００は、円柱、ロッド状、管状、又はペン
形のセンサ本体１００２と、電子装置７１４、例えば、携帯電話又は専用温度計１００４
とを含む。専用温度計１００４は、例えば、耳温度計、腋窩温度計、口腔温度計等として
構成することができる。この場合に、専用温度計１００４は、一体型温度センサを含む。
センサ本体１００２は、遠位端にあるセンサヘッド１００６と、センサ１００８が自由端
でその上に位置決めされた前方向きの面とを含む。センサ本体１００２はまた、近位端に
位置決めされた電気コネクタ１０１０を含み、電気コネクタ１０１０は、非温度測定電子
装置７１４のジャック１０１４と専用温度計のジャック１０１６とに接続するようになっ
ている。コネクタ１０１０は、電子装置７１４と温度計１００４とに接続するように構成
される。コネクタ１０１０はまた、ケーブル１０１２のコネクタに接続するように構成さ
れる。センサデバイス１０００が専用温度計１００４に接続されると、センサデバイス１
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０００からの出力が、専用温度計１００４の一体型温度計に優先する。別の実施形態では
、専用温度計１００４上に位置決めされたスイッチは、一体型温度計からの入力又はセン
サデバイス１０００からの入力を選択するように位置決めすることができる。センサデバ
イス１０００が専用温度計１００４に接続されると、専用温度計１００４からの出力信号
は、専用温度計１００４のディスプレイ上に値として提示される。
【００８９】
　本発明の開示の様々な実施形態を図示して説明したが、これらの実施形態は、それに限
定されないことは理解される。これらの実施形態は、当業者によって変更、修正、かつ適
応させることができる。従って、これらの実施形態は、これまでに図示して説明した詳細
に限定されず、むしろ全てのそのような変形及び修正を同じく含むものである。いずれか
の実施形態のいずれの部分も、単一実施形態を生成するために組合せで使用することがで
き、いずれかの実施形態のいずれの部分も、別の実施形態への置換又は追加として使用す
ることができ、得られる全ての実施形態は、本発明の範囲内である。

【図１】 【図２】
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摘要(译)

Abreu脑热通道（ABTT）一端的生理和生理事件在另一端再现。 也就是
说，ABTT允许将输出从大脑核心直接传递到ABTT终端而没有明显的障
碍。 因此，设备，系统，设备，机制和方法使用ABTT终止和ABTT来测
量大脑核心温度。 [选型图]图1
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